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１　目的
たばこによる健康被害は、国内外の多数の科学的知見によって因果関係が確立している。
一方で、禁煙による健康改善効果についても明らかにされており、肺がんをはじめ、喫煙関連疾患のリスクが禁煙後の年数とともに確実に低下することが言われている。
また、健康日本21（第二次）では、生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底を基本的な方針の柱の一つとして位置付け、生活習慣病の重大な危険因子である喫煙による健康被害を短期的ならびに中長期的に減少させるため、「喫煙をやめたい人がやめる」ことを数値化した目標を設定しているところである。
そこで、特定健診・保健指導にかかわる従事者が、適切な禁煙支援を実践するための正しい知識及び効果的な保健指導の取り組み方など、禁煙支援について幅広く理解を深めることを目的に、研修会を開催する。

２　主催
　　新潟県福祉保健部健康対策課　　

３　対象　
以下に該当し、禁煙支援に従事している者　約100名
（１）医療保険者で健診・保健指導に従事する者
（２）市町村衛生部門等において生活習慣病予防対策を担当する保健師、管理栄養士等
（３）健診・保健指導事業の委託先となる民間事業者等で、健診・保健指導に従事する者

４　開催日時
　　平成26年11月27日（木）午後１時30分から３時50分まで

５　会場
　　自治会館ゆきつばき（新潟市中央区新光町4番地1）

６　内容
（1） 講演
たばこに関する健康被害と最新の知見に基づく効果的な禁煙支援について
　　　　講師　新潟大学医学部保健学科　教授　関　奈緒 氏
（2） 情報交換
ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチを連動した禁煙支援を
目指して
